平成２３年　６月１７日

市内介護保険事業者　様

名古屋市健康福祉局高齢福祉部介護保険課
介護指導課
訪問介護及び介護予防訪問介護の指定事業所に対する訴えの提起等について

　日頃から、本市の介護保険行政に格別のご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

　このたび、名古屋市は、愛知県が指定した訪問介護及び介護予防訪問介護事業所（「合資会社アンダンテ」平成21年6月30日事業廃止）に対して、不正請求により得た介護報酬の返還を求めて、名古屋地方裁判所に訴えを提起しました。また、同時に、関係者について、刑法第246条第1項の詐欺罪にあたるものとして、愛知県守山警察署に刑事告訴を行いました。
介護保険料や公費を財源として運営されている介護保険制度における不正請求は、介護関係事業者に対する利用者の信頼を失うのみならず、介護保険制度全般に対する市民の信用を損いかねないため、保険者として、決して看過することができません。

　各介護保険事業所におかれましても、法令を遵守し適正な介護事業の運営を行うよう、一層の徹底をお願いします。
＜訴えの概要＞

・提供実態のない介護サービスについて介護報酬を請求（架空請求）

・虚偽の申請に基づき介護予防事業所の指定を受け介護報酬を請求（虚偽申請）

返還請求額合計31,466,393円（不正利得22,475,995円、加算金8,990,398円）
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